
授業における人材開発過程の質的研究（２）
人材開発論の受講生の TEA図とレポートを中心として

加 藤 雄 士

要 旨

本研究は，大学院の人材開発論の授業における人材開発過程の質的研究を目的と

する。人材開発過程のメタ学習を目的として６人の受講生に作成させたTEA図とレ

ポートの抜粋を紹介し，それらをもとに比較考察する。大きな変化を遂げた受講生

と，そうとはいえない受講生とを比較し，何がその差を生んだのかを考察している。

Ⅰ は じ め に

本稿は，人材開発論の授業における受講生の人材開発過程を質的に研究するものである。

研究手法としては，TEA（複線径路等至性アプローチ：Trajectory Equifinality Approach）1）

を活用した。人材開発論の授業で受講生４人が作成した人材開発過程の TEA図とレポー

トの抜粋を前稿で紹介し考察した。本稿では，残る２人の TEA図とレポートの抜粋を紹

介し，６人の人材開発過程について比較考察する。結論を先取りするようだが，前稿で紹

介した受講生Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ（以下Ｘグループという）は，自身の人材開発が劇的に進み

信念・価値観が変化したことが自他ともに認められた。それに対して，ＥとＦ（以下，Ｙ

グループという）は，大きな変化を遂げたとは言い難い。前者と後者の差を何が生み出し

たのかという問題意識から本稿の研究を進めた。特に抵抗感と，それを克服するための行

動という点に焦点を当てて考察した。

Ⅱ 人材開発論の授業の内容と授業計画

本稿では，授業の内容，目的，計画，進め方について紹介する。

１ 授業の内容

今回の人材開発論の授業は，関西学院大学経営戦略研究科会計大学院において，2019年
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６月から７月にかけて行われた。受講生は20代～40代の６人（内２人が社会人経験のない

純学生で，他４人は社会人学生）である。当該科目の担当講師である筆者だけでなく，第

２回，第６回，第７回の授業は，ゲスト講師の一色真宇（フラクタル心理学開発者）も登

壇した。一色は，この本授業以外に３回の特別授業（各３時間）と２回のグループ・カウ

ンセリング（各１時間）も担当した。特別授業には６人の受講生以外の者も参加し，その

中にはＸグループの４人の親族も含まれていた。

本授業は，受講生自身の体験を通して，人材開発のプロセスとその本質を理解させるこ

とを意図しており，導入部で認識論などをレクチャーし，その後はフラクタル心理学を中

心に授業を進めた。授業終了後，本人と他の受講生（任意で１人を選ぶ）の２枚の TEA

図を作成させ，それらをもとにレポートを執筆させた。その目的は，自身および他者の人

材開発プロセスを図示して俯瞰させることで，人材開発がどのように進行するのかメタ学

習させることにあった。

２ シラバスに掲載された本授業の授業目的など

シラバスに掲載された本授業の授業目的，到達目標，授業方法などは以下のとおりであ

る。

図表１ 授業目的，到達目標，授業方法

授業目的
本授業の目的は，人材開発について最先端の手法を学び具体的に実践し，人材開発過程をメタ学習

することである。

到達目標

本授業の到達目標は，以下の３点である。（１）本質的な人材開発手法に焦点を当てて，実践的，

具体的に学び，理解する。（２）人材開発とはどのように進行してくプロセスなのか，何が促進要

因となり，何が制約要因となるかなどを深く理解する。（３）具体的な人材開発手法を，自分自身

の体験を通じて体得する。現場で使えるレベルまで習得する。

授業方法

本授業は，講義法，演習など様々な手法により進行する。また，LUNAによる課題の投稿なども促

す。机に座って教員の話を聞いて，メモをとるような授業ではなく，常に発話を求める。さらに，

フラクタル心理学の誘導法なども演習として実施する。

３ 授業の計画

本授業は，全７回（１回３時間の授業，土曜日16時30分～19時30分）で行われた。各回

の授業計画は以下のとおりである。７回の授業に先立ち，プレ授業も行われ，受講生のう

ち４人が参加した。

なお，７月13日は休講となり，その日は約６時間にわたり受講生が自主的に学習会を開

催した。前稿で紹介したＸグループの受講生のレポートに記述されているとおり，自主学

習会は非常に効果的であった。ただし，Ｙグループの受講生はその点を記述していない

（Ｅは参加，Ｆは欠席）。また，７回の本授業以外に，ゲスト講師の一色真宇による３回の

特別授業（13時～16時）2）および２回のグループ・カウンセリング（19時半～20時半）が
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行われた。この２つの機会がＸグループの人材開発に大変に有効であった。具体的には，

１回目の特別授業でこの心理学特有の修正法を学べたこと，およびグループ・カウンセリ

ングで受講生１人１人が一色から的確なアドバイスをもらえたことが有効であったことが

Ｘグループの受講生のレポートから明らかである。Ｙグループの受講生のレポートにも特

別授業のことは一応書かれている。

図表３ ゲスト講師による特別授業のテーマと出席状況3）

特別授業（場所：関学会館，13時～16時）

日時 テーマ 参加人数 受講生の参加者 受講生の親族の参加者

1 ６月15日 「人を変える魔法」 11人 B, C, D, E, F Cの弟２人

2 ７月20日 「成功者は何を考えなかったのか」 25人 B, C, D, E, F
Bの長女とその友人，Cの弟２人

と長男

3 ６月15日 「LDP」 11人 B, C, D, F Aの長女，Cの弟２人，Dの叔母

また，Ｘグループの受講生がフラクタル心理学に魅力を感じ，自分の親族を誘い特別授

業を受講させたことも特徴的である。逆に，Ｙグループの受講生は親族への声掛けをして

いない。

Ｘグループの受講生は，グループ・カウンセリングに２回とも出席しており，一色の言

葉が印象に残っているとレポートに記述している。逆にＹグループの受講生は１回出席

図表２ 各回（１回３時間）に実施した主な演習など

設定回数 月日 主な講義の内容

プレ授業 2019年６月１日 過去の人材開発論の講義成果，認識論のレビュー

第１回目 2019年６月８日

1．昨年までの５年間の人材開発論の手法と成果（２つの研究ノートから学ぶ）

2．心理学のスキーマ療法と認識論，マインドフルネス，内観法，フラクタル心理学

3．人材開発論とフラクタル心理学

第２回目 2019年６月15日

1．フラクタル心理学を活用した人材開発論

（1）フラクタル心理学の基本的な考え方

（2）自分の知らない意識が95％もある（顕在意識と潜在意識）

（3）忘却から「人のせい」が生まれる（すべての課題の原因をみつける） など

第３回目 2019年６月22日

1．フラクタル心理学を活用した人材開発論

（1）インナーチャイルドの定義

（2）インナーチャイルドによる認識 など

第４回目 2019年６月29日

1．フラクタル心理学を活用した人材開発論

（1）インナーチャイルドの影響

（2）インナーチャイルドの修正理論 など

2．TEA図

第５回目 2019年７月６日

1．フラクタル心理学を活用した人材開発論

（1）自分にないものは認識できない

（2）すべての原因は傲慢，怠慢，無知 など

2．プライベート・ライティング

自主勉強会 2019年７月13日 TEAについての学習，TEA作成のためのこれまでのプロセスの相互質問

第６回目 2019年７月20日

フラクタル心理学を活用した人材開発論

（1）愛の定義を変える

（2）問題解決のコツ など

第７回目 2019年７月27日
1．フラクタル心理学を活用した人材開発論

インナーチャイルドの修正法と演習 など

インタビュー 2019年９月 6，7日 TEA図に基づいた受講生インタビューとミニ講義
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（Ｅ）もしくは２回とも欠席（Ｆ）で，レポートにその内容の言及がない。

４ 授業の進め方

本授業は主に講義式で進行した。講師がテキストやプリントを使って説明し，ふり返り

や質問など発話する機会を多頻度で設けた。６回目，７回目の授業は誘導法のエクササイ

ズを受講生に行わせた。テキストは，一色がこの授業用に執筆したテキストと筆者の８本

の研究論文（および研究ノート）を使用した。そのテキストの１ページ目には以下のよう

に書かれており，本授業の到達目標にも沿っている。

このテキストには，あなたができるだけ効率よく人生を歩めるように，自分を変えて

いく情報があります。あなた自身に成果があれば，あなたは他人に対しても同じ効果

をもたらすことができるでしょう。

授業と授業の間には毎回の授業についてのアンケートをメール（講師および全受講生宛

てに）で投稿することが求められた。アンケートの質問は，例えば以下のような内容であ

る。

図表５ 授業アンケートの例（５回目の授業アンケートの例）

〔1〕５回目（7/6）の授業で，気づいたこと，発見した沢山のことのうち最も重要だと思う10個を教え

てください。箇条書きで書いてください。

〔2〕上記のうち最もあなたの人生に影響を与え続けるであろうものを３つ選んで，詳しく説明してくだ

さい。

〔3〕４回目の授業から今日に至るまで生活している中で気づき続けているいくつもの変化のうち顕在意

識にあがってきたもの１つについて教えてくれませんか？

Ⅲ Ｘグループの受講生の TEA図とレポートの抜粋からの考察

本章では，前稿で紹介したＸグループの受講生４人が作成した TEA図とレポートの抜

粋4）についてさらに考察する。

図表４ ゲスト講師によるグループ・カウンセリング

グループカウンセリング（場所：関学会館内オハラホール，19時30分～20時30分）

日時 参加人数 受講生の参加者

1 ７月20日 ６人 A, B, C, D, E

2 ７月27日 ６人 A, B, C, D
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１ 受講生Ａの TEA図とレポートからの考察

受講生Ａ（40代，社会人学生）の TEA図を再掲5）した上で，その人材開発過程につい

てさらに考察する。

部下の成長を促し
組織を強くしたい

部下を導ける人間になる
ためには更なる知識が必要

人材開発論の科目を発見

人材開発のコツがわかる
なら本格的に学びたい

人材開発論を受講する

人材開発論を受講しない

人材開発＝自分開発？？
授業の展開に混乱

なぜ「自分が変わらないとい
けないのか」受講を後悔する

今の現実＝100％自分の責任
に頭を殴られた衝撃と反発

確かに，いつも「他人のせ
い」

一
�

旦
�

，考え方を受け入れる

考え方を受け入れない

自分にとって不都合なことは
すべて「他人のせい」にする

家族・母親の愛に気づく
ことなく一生を終える

自分を理解したいと思わない

結果は目的であり自分が意図
したものと仮に認めてみる

長女の生活態度の悪さも
自分のせいかも？

長女と話し合い，過去の
自分と同じだと気づく

過去の自分を反省する

母に謝罪と感謝を伝える

自慢の息子であり大切に
育ててくれたことに気づく

母に謝罪と感謝を伝えない

愛とは親への依存ではなく
人を成長させることを理解

いつも他人と比べ劣等感を
抱く自分に気づく

自分開発が進む一方，ただの
自己啓発ではないかと悩む

フラクタル心理学の学びは
人材開発の手段でしかない

自分開発を通じ自分を理解し
初めて他者を理解できる

徹底して自分を
理解したいと思う

「型にはまりたくない」
傲慢・怠慢・無知の自分

自分を見つけられた
安堵感に包まれる

今の現実は「型にはまりたく
ない」自分の意図と理解する

組織の課題は自分の妄想
自分の思い通りにしたいだけ

他者開発なんて自分の傲慢
変えるべきは自分の意図

100％自分の責任で
自分が組織を先導する

他人まかせで
他人にふりまわされる

意図を変えることで
すべてを変えることができる

他者開発＝自分の傲慢

今の現実＝自分の意図
＝100％自分の責任

「本当は変わりたい」
のかもしれない

人材開発＝自分開発！

今の現実＝自分の意図？今の現実＝自分の責任？今の現実＝他人のせい

人材開発＝他者開発

自分は「変わらない」 自分は「変わりたくない」

人材開発＝自分開発？

第三層
（信念・

価値観）

第二層
（促進的

記号）

第一層
（行動・

思い）

図表６ 受講生Ａの TEA図

第Ⅰ期
受講前

第Ⅱ期
変化への抵抗（第１回～第２回）

第Ⅲ期
変化の受入（第３回～第５回）

第Ⅳ期
変化（第６回～第７回）

BFP2 BFP3BFP1

BFP4 EFP

P�EFP

環境

要因
SG2

一色先生
講義①

SG1

加藤先生mailによる
受講の勧め

SG3

受講後の課題結果を受講
生・

リソースパーソンと共有し

SG5

一色先生講義
②集団カウン
セリング

SG4

自主学習会を開催し
これまでの授業の整理・
TEA図の概念を学習する

三女の運動会に参加
できない・家族への負担

SD1

業務の繁忙期に突入，かつ
期末試験対策に追われる

SD2
非可逆的時間

Ａは EFP（等至点）として，「100％自分の責任で自分が組織を先導する」と書いた。

もし BFPで違う選択をしていれば，「他人まかせで他人にふりまわされる」状態を生きて

いる（P�EFP）だろう。その等至点に至るまでの BFPは，（１）人材開発論を受講する，

（２）一
�

旦
�

，考え方を受け入れる，（３）母に謝罪と感謝を伝える，（４）徹底して自分を

理解したいと思う，の４点であった。

自分を開発するという内容と，フラクタル心理学を中心に開発を行うということに対し

て，当初，Ａは強く反発した。そうした反発を克服して EFPに至ったのは，Ａが様々な

行動をとり，そのことで成果がみえたことによる。

その心理的抵抗の克服につながった行動等としては，（１）フラクタル心理学の学びを

仮定として認めてみた，（２）母親に謝罪と感謝の言葉を伝えた（その結果，母親の自分

に対する深い信頼と自主性を重んじて大切に育てられたことを知ることができた），（３）

愛の定義について妻と話し合った，（４）自主勉強会を通じて授業の内容の整理ができた，

（５）長女との関係改善という成果を得た，（６）特別授業とグループ・カウンセリングに

長女が参加するように働きかけた，（７）一色先生の指導のもと，インナーチャイルド修
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正法を実践したこと，などが挙げられる。

さらに，Ａにとっての人材開発の概念は，人材開発＝他者開発→人材開発＝自分開発？

→人材開発＝自分開発！→他者開発＝自分の傲慢，へと変化した。最初は，部下の成長の

コツを知りたいと考えてＡは受講していたが，自分は変わりたくない，自分のことも分か

らないという状態で他者を変えたいと思うことは傲慢なことだと考えるように至った。

また，Ａの信念・価値観は，自分は「変わらない」→自分は「変わりたくない」→「本

当は変わりたい」のかもしれない→意図を変えることですべてを変えることができるへと

変化した。

２ 受講生Ｂの TEA図とレポートからの考察

受講生Ｂ（40代，社会人学生，リソース・パーソン6））の TEA図を再掲した上で，その

人材開発過程についてさらに考察する。

第一期 受講前＜悩みを隠蔽＞ 第二期 1～3回＜懐疑・実践＞ 第三期 4～5回＜実験＞ 第四期 6～7回＜成果と達成，成功志向＞

第
一
層

信
念
・

価
値
観

第
二
層

促
進
的
記
号

第
一
層

行
動
・
思
い

環
境
要
因

「死ぬまで運転する」

と親に宣言される

P�EFP

人材開発論の

リソースパーソンにならない

世の中の人は自分にとっ

て危険な存在だと思う

飲酒の楽しみを継続し，

理想から目をそむける

運転免許を返納

するよう親を説得

高齢者による重大

な交通事故の報

道が頻発

事故を起こしてか

らでは遅い

特別授業中に

涙が止まらない自分に驚く

初めて作る修正文のテーマに

不意に『断酒』を選ぶ

修正文は自己暗示？

でも，とにかく素直に取り組もう

修正文を音読

すると，自分の行

動は変えられる

信号無視を止める＋

世の中の人は自分の支

援者だと思い込む

部下に対する

見方が変わる

「他者はやる気が足りな

い」とイライラし続ける

部下育成の

修正文を作成

道を譲ると譲られ，

笑顔で会釈される

EFP

OPP2

BFP2

子や同僚の表情が

活き活きし始めたこと

に気づく

「自分に悩みはない」と言う

飲酒と不勉強は無関係

飲酒は止められなくて

も，勉強はできる。

飲酒しながら勉強する

人は沢山いると考える

自分の言動を変えると，

人の言動が変わっていく

BFP3 OPP1

BFP1

BFP4

図表７ 受講生Ｂの TEA図

習慣は変えられる
習慣を変えると

信念も変わる

習慣や信念を変えると

見える世界が変わる

自分も世界も

容易に変えられる
習慣や信念は，容易に変えられない

親≠コントロール対象安全な社会＝自分が作るもの
飲酒≠楽しみ・ご褒美

飲酒＝ストレス解消
習慣を変える

＝容易
飲酒＝楽しみ・自分へのご褒美飲酒習慣≠悩み

高齢の親＝コントロール対象

しかし，コントロールできない…
実感のない情報による影響は最小化

＝手に負えないことは考えない

今の生活環境

＝意外と安全？

信念を変える

＝周りが変わる

嫌悪する過去や，今の習慣

＝全て傲慢な自分が原因

人材開発論の

リソースパーソンになる

自分を変えるのは容易・楽しい

修正文を次々に作る

＋

息子と毎日音読する

無理なく自然体で，

思い通りの世界を築き続けられる

ストレスもなく飲酒習慣を断てる

どこかで無理をしながら，思い通りにな

らないストレスを飲酒で発散し続ける

SD1
そこそこ安

定した生活

SG8
部下の仕事がスムーズに

なり，自分の仕事が楽に

なる

SG6
子供たちと学

びを共有

SG9
LDPの学び

SG7
２階級

昇進

SG3
息子の

後押し

SG5
W氏の姿勢

SG4
フラクタル心

理学の学び

SG2
特別授業の

予定内容

SG1
両親との

衝突

非可逆的時間

用語説明：OPP（必須通過点） EFP（等至点） P�EFP（両極化した等至点） BFP（分岐点） SG（社会的助勢） SD（社会的方向づけ）

Ｂは，EFPとして「無理なく自然体で，思い通りの世界を築き続けられる」と書いて

いる。もし BFPで違う選択をしていれば，「どこかで無理をしながら，思い通りにならな

いストレスを飲酒で発散し続ける」状態を生きている（P�EFP）だろう。その等至点に至

るまでの BFPは，（１）人材開発論を受講する（リソース・パーソンになる），（２）スト
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レスもなく飲酒習慣を断てる，（３）修正文を次々に作る＋息子と毎日音読する，（４）部

下に対する見方が変わる，の４点である。

また，Ｂは４年前にもこの科目を受講していたので，自分を開発するという内容につい

て抵抗はなかったものの，「自分はもう既に開発された」と思っていた。他方で，フラク

タル心理学という新しいテーマを学ぶことに対しては警戒していた。ただし，講師がその

手法を取り入れた意図を知りたいと考えることで，前に進むことができた。Ｂは，学んだ

様々な方法を実践し続け，その成果に手ごたえを感じることで，やがて抵抗感は消え，行

動（実践）を通じた深い理解ができるようになった。

このような行動としては，（１）自分で修正文を作成してみた，（２）「交通ルール遵守」

について試した，（３）息子と一緒に修正文を作り，読んだ，（４）過去の記憶修正をした，

（５）長女とその友人を特別授業に誘ったこと，が挙げられている。

また，Ｂの信念・価値観は，「習慣や信念は，容易に変えられない」→「習慣は変えら

れる」→「習慣を変えると信念も変わる」→「習慣や信念を変えると見える世界が変わ

る」→「自分も世界も容易に変えられる」へと変化した。

３ 受講生Ｃの TEA図とレポートからの考察

受講生Ｃ（40代，社会人，リソース・パーソン）の TEA図を再掲した上で，その人材

開発過程についてさらに考察する。Ｃは，Xグループの４人のうち唯一フラクタル心理学

を学んだ経験があったため，レポートを読む限りでは，抵抗感は顕在化していない。

Ｃは EFPとして，「自分の主張が理解され協力し合い笑顔で働く」と書いている。もし

BFPで違う選択をしていれば，「人に不満を持ちイライラして働く」状態を生きている

（P�EFP）だろう。等至点に至るまでの BFPは，（１）人材開発論を再受講する，（２）３

年前の自分をふり返り，傲慢，怠慢，無知に気がつく，（３）親の為に会社を成長させて

きたと思ってきたが，親が私に好きにさせてくれていたのだと気づく，（４）生まれ変わ

ろうと決意する，の４点である。

Ｃは当初，自分を変えるために受講を選択し，兄弟と長男も特別授業に参加させた。ま

た，フラクタル心理学は，前年のこの科目に加えて，５月の講座でも学んでおり抵抗感は

少なかった。ただし，全く抵抗がなかったわけではなく，この科目で再びフラクタル心理

学を学ぶと講師がＣに伝えたとき，戸惑いの表情を一瞬浮かべた。

Ｃが EFPに至るまでにとった行動等としては，（１）インナーチャイルドを修正しよう

と取り組んだ（その結果，不思議なことに周りが変化し始めた），（２）これまで３年間の

自分をふり返り，自分の根っ子の部分と向き合おうと思った，（３）古いフィルムを下げ

て，新しいフィルムに取り替えて周囲を見てみた，（４）弟２人と長男を特別授業に誘っ

授業における人材開発過程の質的研究（２） 7



た，（５）妻を特別授業に誘ったこと，が挙げられる。

また，Ｃの信念・価値観については，人材開発＝自分開発→人材開発＝兄弟開発＋自分

開発→自分開発＝親の愛情に気づき，父の価値を上げる→自分開発＝経営者としての自分

の覚悟の甘さを反省→自分開発＝自分の達成感のために仕事をする，に変化した。

４ 受講生Ｄの TEA図とレポートからの考察

受講生Ｄ（20代，純学生）の TEA図を再掲した上で，その人材開発過程についてさら

に考察する。

Ｄは EFPとして，「周りに左右されずに自分の意志で少しずつ行動するようになる」と

書いた。もし BFPで違う選択をしていれば，「自分の意志ではなく周りの目を気にして行

動し続ける」（P�EFP）だろう。その等至点に至るまでの BFPは，（１）人材開発論を受

講する，（２）かまってもらうためにわざとできないようにしている穴掘り人生だと気づ

く，（３）LINEのアカウントを消す，（４）姉弟関係の「パンドラの箱」を開ける，の４

つである。

Ｄは，自分を開発することについての抵抗はなく，むしろそのために受講した。他方，

フラクタル心理学を学ぶことについては警戒心を持っていたが，授業でヒントをもらい，

様々な行動をとり，その成果に手ごたえを感じる中で消えていったようである。

Ｄがとった行動としては，（１）自分の過去と向き合った，（２）今までの母，最近の母

図表８ 受講生Ｃの TEA図

第５期

第７回～

第１期

受講前～第１回

第２期

第２回～第３回

第３期

第４回～第５回

第４期

第６回

第三層
（信念，価値感）

引っかかりがとれて
本心で父に感謝できる

再び学び直し
理解者を増やしたい

過去の自分と向き合う 愚かな自分を知り
生まれ変わる

経営者として決意をした，
自分の意図に変えていく

第二層
（促進的記号）

自分開発⇒
自分の達成感のために

仕事をする
自分開発⇒人材開発＝自分開発

兄弟開発

＋
自分開発

人材開発＝
自分開発⇒

経営者としての自分の
覚悟の甘さを反省

親の愛情に気づき
父の価値を上げる

『成功者の思考法』の講義を聴き，
本を読み自分の甘さを反省

自分の主張をする前に
相手を理解してしっかり説明しよう

３兄弟で同じ学びをする 自己中心的，言葉足らずでいつも
怒ったような口調の父に不満

同じ目標に向かい安心
できる会社にしたい

第一層
（行動，思い）

兄弟が学びを共有した
ことにより，

悩みの一つが解決
会社内で悩んでいる人に
明確なアドバイスがしたい

１年前から頭を下げ続けて，
父に感謝したつもりだが，

どこかまだ引っかかっている

気持ちが引き締まる 周りが協力的になり
人の変化を実感する

プライベートライディングで
自分の良い所と悪い所を
ノートに書き出してみる

学んだことを共有したくても
弟や幹部社員に正しく理解されない

受講生の取り組みに刺激を
受けて今まで閉ざしてきた
『パンドラの箱』を開ける

長男は弟の能力を見極めて，
得意，不得意を知ろう同世代の受講生のＳさんからの

ラインの言葉で父への考え方が
180°変わるBFP1

BFP2 後継者として『玉座』にどっしり
座って，良いことも悪いことも
全部を受け継ぐイメージをする

自分の根っこの部分に向き合い
インナーチャイルドを修正しようと思う

他者に正しく理解させるために
リソースパーソンとして
人材開発論を再び学ぶ

BFP3
３年前の自分をふり返り，

傲慢，怠慢，無知に気がつく 親の為に会社を成長させてきた思って
きたが，実はそれは逆で，親が私に

好きにさせてくれていたのだと気づく

BFP4
上手くいかず，イライラしていた
ことが100％自分のせいだと気づき

生まれ変わろうと決意する

EFP自分の主張が理解され
協力し合い笑顔で働く

P=EFP
過去の自分を振り返らない人材開発論の

リソースパーソンにならない
自分を上げ父親に不満を持ち続ける 人に不満を持ちイライラして働く

上手くいかないのは周りのせい
だと思い続ける

知覚された

環境

要因

SG8

長女から，私と同じ物
作りや経営に興味が
あることを聞く

SG10

妻を授業に
誘い，妻が
嬉しそう

SG11

グループカウンセ
リングでの

一色先生からの
言葉

SG9

長男が
授業を受けるこ
とができた

SG1

過去の
受講生
の変化

SG4

受講生の過
去の自分と
向き合う取り

組み

SG7

自主学習会で
みんなが前向き

SD1

リソースメンバーが
１人辞めそうでショック

SG3

一色先生と
修正文の
出会い

SG5

グループラインに
参加してメンバー

と共通

SG6

リソースメン
バーから父に
対してのメッ

セージ

SD2

講師に顔を合わせて
謝罪できない

リソースメンバー

SG2

兄弟３人で
一緒に特別
授業に参加

非可逆的時間
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との関係をふり返った，（３）特別授業で習った修正文を読むようにした，（４）自分の友

人関係を見直し，LINEのアカウントを大量に削除した，（５）自分の「したこと」を探

すためにプライベート・ライティングを行った，（６）夏休みに弟に謝りにいく計画を立

てた，（７）叔母を特別授業に誘ってみたこと，が挙げられる。

また，Ｄの信念・価値観については，「成長とはモチベーションをコントロールするこ

と」→「成長とは依存から抜け出すこと」→「成長とは自立すること」→「成長とは自己

完結すること」へと変化した。

Ⅳ Ｙグループの受講生の TEA図とレポートの抜粋からの考察

本章では，Ｙグループの受講生（ＥとＦ）の TEA図とレポートの抜粋を紹介し，考察

していく。最初に，Ｅ，続いてＦのものを考察する。

１ 受講生Ｅの TEA図とレポートからの抜粋

⑴ 受講生Ｅの TEA図の作成について

昨年に続いて再受講したＥは，７回目の授業は欠席したもののその後のインタビューに

は出席した。Ｅは TEA図を10回ほど修正し，そのたびに講師は添削した。何度も「TEA

の資料をきちんと読んで勉強してから図を作成してください。」「人材開発論の授業をふり

返る時間をもってから TEA図を作成してください」と書き添えた。複数の受講生仲間も

成長とはモチベーションをコントロールすること 成長とは依存から抜け出すこと

OPP

BFP1

成長とは自立すること 成長とは自己完結すること

P�EFP

EFPBFP4

BFP2
OPP

BFP3

図表９ 受講生Ｄの TEA図

第０期：受講するまで 第１期：１回目の授業 第２期：２回目の授業 第３期：３～５回目の授業 第４期：６回目の授業 第５期：７回目の授業

第三層
（信念・
価値観）

第二層

（促進的
記号）

成長するためには何か
大きな気づきが必要

成長するためには依存度を下げ
ることが必要

成長するためには過去の
記憶を修正することが必要

過去を修正することで自分に自信
が持てるようになる

修正文を読むことで過去を修正できる

無理に友達関係を続けなくてもいい過去にいじめられたことを引きずって逃げている 友達は必要なんだろうか？

第一層

（行動
・思い）

依存している人は相手に振り向いて
もらうために穴を掘ると学ぶ

別の講義と人材開発論どち
らを受けようか迷う

友達関係についてグループカウン
セリングで相談する

成長するためには
過去の記憶を修正
することが必要だと
学ぶ

相手を必要としているときは自
分を必要としていないと学ぶインナーチャイルドと

過去の修正方法をに
ついて学ぶ

かまってもらうためにわざと
できないようにしている＝穴
掘り人生だと気づく

元受講生の方の勧めにより
人材開発論が気になる

自分の原動力のすべては相手の評価で
あり，周りを気にして行動していると知る

されたはしたから始まると学ぶとりあえず自分の過
去と向き合う 親との関係を

振り返る
就活が終わり，このまま
じゃだめだと思う

『かまってちゃん』なインナーチャイ
ルドを修正する修正文を読み始める

自分にフォーカスを向ける
したことを探すためにプライ
ベートライティングをする

思っている以上に
過去に囚われてい
ると気づく

周りに左右されずに自分の意志
で少しずつ行動するようになる

過去のいじめられていたと
きのトラウマを脱して，生
まれ変わりたい

依存度が高いイ
ンナーチャイルド
を発見する

友達にも依存しているのでは？
自分の LINEを見直す

姉弟関係の「パンドラの箱」
を開ける

LINEの友達が増えることで友達が増え
たと安心している自分に気づいた

過去をどう受け入
れて修正したらい
いかわからない

自分が思っている以
上に弟をいじめてい
たことに気づく

自分がいじめら
れていた原因に
気づく

人材開発論を
受講する

依存しているインナーチャイルド
を修正する修正文を読み始める 地元が今までと違

う風景に見えた
弟に謝る

上辺だけの友達関係が
嫌になり LINEを消す

自分の意思ではなく周
りの目を気にして行動
し続ける

パンドラの箱
を開けない

いじめられてい
たことを周りの

せいにする

インナーチャイルド
の存在を知らない

違う授業を受
ける

過去から逃げる 上辺だけの友達関係

SD2
経営財務論で
受講生とうまく
いかない

SD3
友達に洗脳と
いわれる

SD1
バイトの関係が上
手くいかない

環境
要因

SG7
成功者の思考を
学ぶ特別授業

SG6
リソーパー
ソンと話す

SG1
元受講生から
人材開発論を
勧められる

SG2
講師から
の後押し

SG8
特別授業を叔母が
受けに来てくれた

SG4
特別授業のさ
らに深い学び

SG3
特別講師と
の出会い

SG9
グループカウンセリ
ングでのアドバイス

SG5
母にアウト
プットする

非可逆的時間
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Ｅに同様の助言をした。インタビューの途中で，「Ｅはひょっとしてこの科目での学びや

変化が少なかったのではないか」，「他の受講生が取り組んだような実践をほとんどやって

こなかったのではないか」と筆者は思い始めた。Ｅ自身が「自分は変わっていない」とい

うニュアンスの発言をしたので，「変わっていないという，その過程を TEA図にしてみな

いか？」と提案した。Ｅはその提案を受け入れて TEA図とレポートを再作成した。その

TEA図では，この授業の受講前と「変わっていない自分」のままの状態を EFPとしてい

る7）。

レポートの文章中の下線は，BFP，EFP，第三層の信念・価値観を中心として筆者が引

いた。授業中の抵抗8）が表現されている箇所に破線の下線を，その過程で受講生が取り組

んだ行為とその影響の箇所に波線の下線を筆者が引いた。

⑵ 受講生Ｅの TEA図とレポートの抜粋

受講生Ｅ（20代，純学生，リソース・パーソン）の人材開発過程について，TEA図と

レポートの抜粋を紹介する。

来年から社会人になるため，

社会人の心構えを身につけたい

周囲の言葉に聞いているだけ

→何も考えていない

大学時代の友人と出会う

友人の上司や仕事への評価等

の愚痴に刺激を受ける

こんな人になりたくない

リソースパーソンになる

自分を変えるには周囲に傲慢

だった自分を修正する必要

「変われない」＝「自分の

傲慢が抜けていない？」

特別講義でインナーチ

ャイルドの修正を学ぶ

６歳までの自分を振り返る

５，６歳の同級生を見下して

いた自分を発見する

社会人意識に変われな

い原因は自分の傲慢さ

だと気づく

「どうせまた言うのだろ

う…」という考えを持っ

ていたと気づく

「成功者の思考法」の「聞

いて学ぶ」を読む

周囲に壁を作り，自分

で物事を決めていた

周囲の助言を受け入れないこと

も変われない理由だと気付く

傲慢だった自分の思考

を見てみる

傲慢から抜け出すに

は周囲の言葉に耳を

傾けることが必要

自分開発が進まない

オレ流じゃないと

スッキリしない！

それでも心の中で「俺

のことを理解しない周

囲が悪い」という考え

になってしまう

自分の考えに固執して

オレ流で進む

自分の中のバカの壁を

ぶち壊さない
皆から責められている気

がして，嫌になる

ありがたいけど，長い話や

文は頭に入ってこない

受講生や先生のメールで

「周囲は自分のために言っ

ているんだ」と少し感じた

目立った変化もなく，

TEA 図に取りかかる

「先生たちの注意・忠告

＝私に対する大切な助言」

と分かっているけど，抵抗

「自分は自分」

図表10 受講生Ｅの TEA図

第３期

４回目・５回目

第４期

６回目・最終回

第１期

受講前・１回目

第２期

２回目・３回目

第５期

TEA 図作成と

インタビュー

第
三
層

信
念
・

価
値
観

第
二
層

促
進
的

信
号

第
一
層

行
動
・
思
い

BFP3BFP2
EFP�1BFP1

OPP

EFP�2
そもそも自分の「バカの

壁」に気付いていない
「俺の気持ちを知らずに言

いやがって…」と思う
自分の傲慢にも気づ

かない

周囲に無関心な状態の

まま
リソースパーソンにならない

知
覚
さ
れ
た

環
境
要
因

去年と同じ話で

面白みがない

（SD2）

授業，就職面接，

公務員試験の両立

（SD1）
先生・受講生から

の再三のダメだし

（SG6）

一色先生の

特別授業

（SG3）

バカの壁について

の教え

（SG5）

加藤先生からのメ

ールによるお誘い

（SG2）

友人が仕事の

辛さを語る

（SG1）

一色先生の

本を購入

（SG4）

非可逆的時間
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①第１期：プレ授業，第１回 （このような社会人になりたくない）

来年から社会人になるため，学生気分の自分を変えたいと思っていた４月下旬に，友人

と偶然再会し，会話した時，彼は自分の仕事が認められないことなど仕事や上司に関する

不平不満を約10分間語った（SG1）。彼を反面教師にして，「このような社会人になりたく

ない」と私は思った。その頃，講師からリソース・パーソンの誘いのメールが届き

（SG2），参加すると伝えた（BFP�1）。社会人としての心構えを身につけられるのではな

いかという期待感や，残り少ない学生生活を無駄にしたくないと考えたからだ。第１回目

の授業で，講師が過去の人材開発論のプロセスと成果について解説をした。４年前の受講

生が作成した TEA図の事例からは，優秀な人でも心の病を持っていることに驚きをもっ

た。また，人間は意味形成存在であることや，認知を変えることでモチベーションアップ

を図れることにも気づいた。

②第２期：第２回～第３回 （周囲をバカにしていたことに気づく）

一色先生の特別授業中に，修正法を学び６歳までの自分を修正することを学んだ

（SG3）。６歳の自分は学習塾に通っており，小学校２年生のレベルの勉強をしていた。同

級生と比べて一歩進んでおり，学校の授業内容は既に塾で習っていて退屈であった。でき

の悪い同級生を見つけては，馬鹿にしていた。自分が変われないのは自分の心の中にある

傲慢さが理由であり，これを修正することが必要だと思った。周囲を馬鹿にしていたこと

を修正しない限り，社会人意識には変われないと考えた（BFP2）。

③第３期：第４回～第５回 （自分の考えを改めないといけない）

この頃，人からの助言を受け入れないことも変われない理由だと気づいた。傲慢さから

抜け出すには周囲の言葉に耳を傾けることが大事だと思い，自分をふり返ることにした。

これまでバイト先の先輩からの説教や，親やキャリアセンターの講師陣からのアドバイス

を聞き流すことが多かった。その原因を自己分析してみると，周囲に壁を作り，自分の世

界に浸ったままであった。この時期は就職活動の面接や公務員試験等の両立で大変な時期

（SD1）であったのと，授業内容も昨年とほとんど同じ内容で面白さがなく，楽しいふり

をしていた（SD2）。その頃の唯一の楽しみは，一色先生が書いた書籍『成功者の思考法』

を手にし，この本を繰り返し読んだこと（SG4）だった。その本の中の「聞いて学ぶ」と

いう部分が印象に残った。「人の言葉は自分の宝物になる」ということが書かれていた。

今までの自分は親からの言葉にも，「どうせまたそんなことを言うのだろう。」と最初から

はねつけ，聞き流していたことを思い出した。そうした考えを変えなければいけないと気

がついた（BFP3）。

授業における人材開発過程の質的研究（２） 11



④第４期：第６回～第７回 （オレ流じゃないとすっきりしない）

それでも私は，「また同じことを言うのかよ…。」，「俺のことを理解しない周囲が悪いの

だ。」という考えに固執し，自分開発が全然進まなくなってしまった。「自分には関係な

い」と決めつけて，無意識のうちに認識の壁を作ってしまう「バカの壁」の話（養老孟司

先生の話）を講師から聞いた（SG5）。過去の自分をふり振り返ると，相手の発言や忠告

に対して，聴こうという意識がなく，自分の「バカの壁」を最初から壊そうともしていな

かった。キャリアセンターの講師陣から面接のアドバイスをもらっても納得できることは

あったものの，大半はしっくりこないことばかりだった。私はその講師陣からのアドバイ

スを受け留めることはなく，落合博満氏のような「オレ流」で志望企業の最終面接に挑ん

だ。自分の言葉で述べることができたせいか，面接後は心がスッキリし，４日後には内定

をつかむことができた。

⑤第５期：授業終了後の TEA図の再作成期 （周囲から責められていると感じる）

内定を得たことによって，「自分は自分」だという価値観が強くなった。この授業では

目立った変化もなく，課題の TEA図に取りかかった。周囲の受講生たちが劇的な意識の

変化をしているのに対して，自分は何も変化していないことに焦りを感じ，本心とは違う

TEA図を作成してしまった。TEA図を提出する度に，講師や受講生はダメだしのメール

を送ってきた（SG6）。長文のメールなどは頭に入ってこず，周囲から責められている気

がし（EFP�1），受講生との間にもバカの壁が作られ，周囲からの私に対する声に無関心

な状態のままだった（EFP�2）。

⑥第７期：インタビュー （変わらない自分のまま TEA図作成）

９月７日に行われた受講生への人材開発過程についてのインタビューで，私の本心を見

破った講師から，あえて「意識の変化がない」TEA図を作成する課題を提案されたとき

には戸惑いを感じた。翌日，講師からのメールに書いてあった「変わらないというのが分

かるだけでも貴重な TEA図になる」という文章を見て，「変わらない自分」のまま TEA

図を作成していくことに安堵と嬉しさを感じ，再作成に取り組むことができた。

⑶ 受講生Ｅの TEA図とレポートからの考察

Ｅは，社会人の心がまえを身につけたいという動機で受講を始め，そのためには自分の

傲慢さを修正し，周囲の声を受け入れる必要があると受講中に気づいた。特別授業の参考

文献として入手した『成功者の思考法』の「聞いて学ぶ」というテーマの文章が印象に

残ったものの，周囲からの助言に「またそんなことを言うんだろ。」「俺のことを理解しな

12



い周囲が悪いのだ」という考えに固執したままであった。キャリアセンターの講師陣から

のアドバイスにも納得せず，オレ流で就職活動の面接に臨んだところ，内定を取れたため，

「自分は自分だ」という価値観が強くなった。そして，劇的に変化した他の受講生に比べ

て「目立った変化もない」まま，TEA図を書いた。何度出してもダメ出しをされ，周囲

から責められている気がした。

Ｅは BFPとして，①リソース・パーソンとして再受講した，②原因は自分の傲慢さだ

と気づいた，③「どうせまた言うのだろう」という考えをもっていると気づいた，の３点

を挙げている。そして，Ｅの信念・価値観も，「社会人の心構えを身につけたい」→「自

分を修正する必要」→「周囲の言葉に耳を傾けることが必要」→「自分開発が進まない」

→「自分は自分」へと変化した（結局，元に戻ったようにみえる）。

Ｅが自宅で実際に取り組んだ行動としては，①自分をふり返ることをした，②『成功者

の思考法』の本を繰り返し読んだ，③TEA図の再作成に取り組んだ，の３つである。上

記の BFPのどこかで他の受講生がやったのと同じように修正文をつくり，音読を継続し

ていれば違う開発が行われていた可能性がある。

２ 受講生Ｆの TEA図とレポートからの考察

⑴ Ｆの TEA図とレポートの抜粋

Ｆの TEA図とレポートは，他の受講生のものとは違い，Ｆ自身が授業終了直後に作成

した後，一度も修正されていない9）。そのため TEA図だけでも４回～11回修正を繰り返し

た他の受講生とは違い，質的データとしての信頼度は落ちる。ただし，Ｆの心境や言動を

推察することができるため，TEA図とレポートは原型（もともとの趣旨）を変えない程

度に修正した。Ｆは，これまでゼミと昨年の人材開発論でフラクタル心理学を学ぶ機会が

２度あったが，内容を消化できていないまま２回ともドロップ・アウトしていた。

①第１期：プレ授業 （逃げていた自分から成長したい）

リソース・パーソンとしての科目受講生の募集メールを見た私は，即座に講師に電話し，

授業に参加させて欲しいとお願いした。４月に異動した職場の仕事はサポートすることが

メインであり，なんとなくもやもやしていた（SD1）。プレ授業に集まったメンバーは，

６人のうち５人が顔見知りであり（SG1），ゼミとフラクタル心理学から逃げた自分から

成長できるのではないかと思って参加を決心した（BFP1）。

②第２期：第１回～第３回 （フラクタル心理学の疑問を解消する）

授業の参考文献として紹介された講師の８つの論文のうち４つの論文を読むことで，フ

授業における人材開発過程の質的研究（２） 13



ラクタル心理学の基本的な考え方について学ぶことができた。１回目の授業後，講師，Ｃ

さんと飲食店で話し，ゼミで学んできたフラクタル心理学への誤解が解け（BFP2），２回

目の授業で一色先生の話を聞き，フラクタル心理学に関する疑問も解消できた。

③第３期：第４回～第５回 （授業欠席から取り残された感覚）

２回連続で授業を欠席し，自主学習会も欠席したことにより，すべてにおいて取り残さ

れた感じをもった。フラクタル心理学の理解不足を仕事のせいにした。また，講師から電

話やメールがきて（SD2），リソース・パーソンとしての義務を果たすことができないス

トレスを強く感じ，授業をリタイアーしようと考えた。そんな時，Ｃさんがメールで励ま

しのメッセージ（SG3）とともに，授業を録音したテープを手渡ししてくれ，なんとか途

中でリタイアすることは踏みとどまれた。

④第４期：第６回 （電話で謝る）

授業を欠席したのは仕事のせいで，私は悪くないと考えていた。講師に頭を下げること

は負けることになると思っていたが，Ｃさんのさらなる優しいメール（私が先生に謝罪す

ることが私の人材開発になるとの趣旨）で（SG），「私は悪くない」，「私は，頭を下げな

い」という信念・価値観を改めようと思い，講師に電話をして謝った（BFP3）。また，Ｃ

さんが新たに渡してくれた授業の録音テープを聞いて，一色先生の２回目の特別授業に臨

期間
第Ⅰ期

（プレ講義）
第Ⅱ期

（１回～３回）
第Ⅲ期

（４回・５回）
第Ⅳ期
（６回）

第Ⅴ期
（７回）

第３層
（信念・価値観）

私は頭を下げない 私は悪くない 私は悪くない
注意を警告を

意地悪と捉えない
頭を下げることで
前へ進めたい

第２層
（促進的記号）

頭を下げる≒負ける 頭を下げる≒負ける 頭を下げる≒負ける 頭を下げる≒前に進む？ 頭を下げる≒前に進む？

第１層
（思い・行動）

知覚された
環境要因

図表11 受講生Ｆの TEA図

今回もダメかな？

（ついていけないか）
講師からの誘いのメール

に即座に電話した

また逃げようとした 講師の８つの論文を読む２回連続授業を欠席する

学問としての現象学に興

味をもつ
Cさんからのメールとテー

プ貸出

自主勉強会も欠席するBFP1

講義後に飲食店で講師

と話す

リソースパーソンとして

講義に参加する

すべてにおいて取り残さ

れたと感じた
人生の方向性を決める

一色先生の特別講義BFP2

フラクタル心理学への誤

解が解ける
人をサポートできるか不

安をもつ
EFPBFP3

人をサポートすることで自

分も成長できると思える理解不足を

仕事のせいにした

講師に電話で謝罪する

心からの謝罪か？と自問

自答する

P�EFP
誤解が解けない参加しない サポートすることに不安仕事のせい

にする

謝罪しない

一色先生

の授業

SG8

Cさんの

メッセー

ジ

SG6

講師から

の

メール

SD2

一色

先生の

特別

授業

SG4

顔見知り

の

受講生

SG1

一色先生

の授業

SG2

講師から

の電話

・メール

SD3

Cさん

からの

メール

SG3

過去の

ゼミ生と

の再会

SG5

講師の８つ

の論文の

到達点に

感動

SG7

４月の異動で

サポートの

仕事になり

もやもや

SD1

非可逆的時間
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んだ（SG）。ここで学んだことや，特別授業に参加した私よりも若い元ゼミ生たちの成長

した姿を目の当たりにし（SG），講師からの「注意や警告を意地悪ととらえない」ように

したいと思った。

⑤第５期：第７回（講師の論文を読む）

一色先生の３回目の授業（「LDP」）を受講し（SG），講師の８つの論文を読みこむこと

で（SG），講師から話があった学問としての現象学にも興味を持ち始めた。受講前の「人

をサポートすることができるか？」から「人をサポートすることで，自分も成長できると

思える」へと心境は変化した（EFP）（と書いている―筆者注）。

⑵ 受講生Ｆの TEA図とレポートからの考察

Ｆは，EFPとして「人をサポートすることで，自分も成長できると思える」と書いて

いる。また，Ｆがフラクタル心理学を学ぶ機会は今回が３回目であったが，依然として抵

抗する様子が３回目の授業までの記述にみてとれる10）。

Ｆがこの授業期間中に生活の中で実際に取り組んだ行動としては，①講師の論文を繰り

返し読んだ，②講師に電話で謝罪した，の２点が挙げられている，他の受講生たちが取り

組んだ修正文の作成と音読，過去の記憶の修正，家族との関わり方を変える，などのこと

は書かれておらず，本や論文で納得できない点を解消しようとしていた。また，受講生Ｃ

から勧められた「講師に直接会って（対面で）謝罪すること」は達成されていない。Ｃが

助言したように，また，本人も気づきつつあったように頭を下げることはＦにとって最も

有効な人材開発の行動であった。

Ⅴ 受講生の TEA図とレポートの比較

この章では，受講生が作成した TEA図とレポートから EFP（等至点），P�EFP（両極

化した等至点），BFP（分岐点），受講生の心理的抵抗とその克服プロセス，その克服のた

めにとられた具体的な行動など，発生の三層モデル（TLMG）の信念・価値観レベル（第

３層）を表にして整理する。なお，ＸグループとＹグループの間に太線を引いている。ま

ず，図表12は受講生６人の EFP，P�EFPの一覧である。EFPは，今回の授業で受講生が

手にいれた価値ともいえ，他方，P�EFPは，仮に受講生がこの授業を受講しなかったり，

相応の行動をとらなければ至っていただろう対極のものである。

授業における人材開発過程の質的研究（２） 15



図表12 受講生の EFPと P－EFP

EFP（等至点） P�EFP（両極化した等至点）

Ａ 100％自分の責任で自分が組織を先導する 他人まかせで他人にふりまわされる

Ｂ 無理なく自然体で，思い通りの世界を築き続けられる
どこかで無理しながら，思い通りにならないストレ

スを飲酒で発散し続ける

Ｃ 自分の主張が理解され協力し合い笑顔で働く 人に不満を持ちイライラして働く

Ｄ
周りに左右されずに自分の意志で少しずつ行動するよ

うになる

自分の意志ではなく周りの目を気にして行動し続け

る

Ｅ （皆から責められている気がして嫌になる） （周囲に無関心な状態のまま）

Ｆ （人をサポートすることで成長できると思える） （人をサポートすることに不安）

続いて，受講生の BPFを比較した表である。

図表13 受講生の BFP（分岐点）

BFP（分岐点）

Ａ
①人材開発論を受講する ②一

�
旦
�
，考え方を受け入れる ③母に謝罪と感謝を伝える ④徹底して自分を理解

したいと思う

Ｂ
①人材開発論を受講する ②飲酒習慣を断てる ③修正文を次々に作る＋息子と毎日音読する ④部下に対す

る見方が変わる

Ｃ
①人材開発論を受講する ②３年前の自分をふり返る ③親が私に好きにさせてくれていたのだと気づく ④

生まれ変わろうと決意する

Ｄ
①人材開発論を受講する ②穴掘り人生だと気づく ③LINEのアカウントを消す ④姉弟関係の「パンドラ

の箱」を開ける

Ｅ
①人材開発論を受講する ②原因は自分の傲慢さだと気づく ③「どうせまた言うのだろう…」という考えを

持っていたと気づく

Ｆ ①人材開発論を受講する ②フラクタル心理学への誤解が解ける ③講師に電話で謝罪する

さらに，受講生が授業中に感じた心理的抵抗とその克服プロセスについて表にする。

図表14 受講生の心理的抵抗とその克服プロセス

自分開発への抵抗 フラクタル心理学への抵抗

Ａ
当初は強く反発。成果を実感できるようになり，

抵抗も薄らいだ。

当初は強く反発。いったん考え方を受け入れてみて，成果

を実感できるようになり，抵抗感もなくなる。

Ｂ 自分は既に開発されたと思っていた。
当初は警戒感があったが，実効力があると身をもって知る

ことで，抵抗感はなくなる。

Ｃ 抵抗はなかった。むしろ自分を開発しにきた。 （顕在意識的には）抵抗はなかった。

Ｄ 抵抗はなかった。むしろ自分を開発しにきた。
当初は警戒していたが，成果を実感することで，やがて，

警戒心は消えていった。

Ｅ （結果的に，積極的な自己開発は放棄した。） （講義内容もほとんど昨年と同じで面白さがないと思った）

Ｆ （結果的に，積極的な自己開発は放棄した。）
（フラクタル心理学から逃げてきた。フラクタル心理学へ

の誤解も解けた？）

以下の表は，受講生の心理的抵抗を克服し，自身の人材開発を促進した具体的な行動を

まとめたものである。
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図表15 受講生が日常生活でとった具体的な行動など

Ａ

①フラクタル心理学の学びを仮定として認めてみた，②母親に謝罪と感謝の言葉を伝えた（その結果，母親

の自分に対する深い信頼と自主性を重んじて大切に育てられたことを知ることができた），③愛の定義につ

いて妻と話し合った，④自主勉強会を通じて授業の内容の整理ができた，⑤長女との関係改善という成果を

得た，⑥特別授業とグループ・カウンセリングに長女が参加するように働きかけた，⑦一色先生の指導のも

と，インナーチャイルド修正法を実践した

Ｂ
①自分で修正文を作成してみた，②「交通ルール遵守」について試した，③息子と一緒に修正文を作り，読

んだ，④過去の記憶修正をした，⑤長女とその友人を特別授業に誘った

Ｃ

①インナーチャイルドを修正しようと取り組んだ（不思議なことに周りが変化し始めた），②これまで３年

間の自分をふり返り，自分の根っ子の部分と向き合おうと思った，③古いフィルムを下げて，新しいフィル

ムに取り替えて周囲を見てみた，④弟２人と長男を特別授業に誘った，⑤特別授業の説明をして妻を誘った

Ｄ

①自分の過去と向き合った，②今までの母との関係，そして，最近の母との関係をふり返った，③特別授業

で習った修正文を読むようにした，④自分の友人関係を見直し，LINEのアカウントを削除した，⑤自分の

「したこと」を探すためにプライベート・ライティングを行った，⑥夏休みに弟に謝りにいく計画を立てた，

⑦叔母を特別授業に誘ってみた

Ｅ
①自分をふり返ることにした，②『成功者の思考法』の本を繰り返し読んだ，③TEA図の再作成に取り組

んだ

Ｆ ①講師の論文を読みこんだ，②講師に電話で謝罪した

図表16の TLMGの第３層（信念・価値観レベル）は，BFPでどのような変容があった

のか抽象度を上げて書き，自身の信念・価値観がどのように変化したのか可視化している。

図表16 受講生の TLMGの第３層 （信念・価値観レベル）

受講開始時 途中過程 受講終了時

Ａ 自分は変わらない 自分は変わりたくない
意図を変えることですべてを変え

ることができる

Ｂ 習慣や信念は、容易に変えられない 習慣は変えられる 自分も世界も容易に変えられる

Ｃ 学び直し理解者を増やしたい 本心で父に感謝できる
経営者として決意をした

自分の意図に変えていく

Ｄ
成長とはモチベーションをコント

ロールすること
成長とは依存から抜け出すこと 成長とは自己完結すること

Ｅ 社会人の心構えを身につけたい 周囲の声に耳を傾けることが必要 自分は自分

Ｆ 私は頭を下げない 私は悪くない 頭を下げることで前へ進めたい

Ｅは「周囲の声に耳を傾けることが必要」とまで気づいたが，結局，「周囲の声に無関

心な状態のまま」，「自分は自分」というところに戻ってしまった。同様に，Ｆも「頭を下

げることで前に進めたい」と書いているが，最後まで対面で頭を下げることができず，

「頭を下げる≒負ける」，「私は悪くない」というところで止まってしまった。授業で学ん

だ方法を実践すれば本人が望んだ方向に進める可能性はあったが，そのチャンスを今回は

逸した。

Ⅵ お わ り に（考察）

本稿は前稿に続き，会計大学院の人材開発論の授業における受講生の人材開発過程の質
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的な研究を進めた。まず，第Ⅱ章で，本授業の内容，授業目的，授業の計画，授業の進め

方などについて説明した。続いて，第Ⅲ章で，Ｘグループの受講生（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）の

TEA図とレポート（前稿で掲載した）をもとに，EFP，P�EFP，BFP，受講生が積極的に

行った行動，信念・価値観の変遷を中心に分析し考察した。この科目で自
�

分
�

を
�

人材開発す

るということと，フラクタル心理学を人材開発手法として採用したことに対して，受講生

の何人かは抵抗感が顕在化していた。それらのどちらかに抵抗感を示したのか，あるいは

示さなかったのか，また，その抵抗感はどのように解消されたかという分析を本稿で行っ

た。Ｘグループの４人のうち３人が，フラクタル心理学の内容に最初は抵抗したものの，

やがて考え方や手法をいったん受け留め，紹介された方法を試すことで，成果が実感でき，

抵抗感がなくなっていった。それどころか，４人は親族をフラクタル心理学の特別授業に

誘うほど，その魅力を感じるようになった。また，Ａは自分を開発するという内容に当初

は強く反発していたが，「本当は（自分は）変わりたいのかもしれない」と思うほどに変

化した。

第Ⅳ章では，Ｙグループの受講生（ＥとＦ）の TEA図とレポートの抜粋（Ｆのものは

一度も講師との質疑を経ておらず修正もされていなのであくまで参考データである）を新

たに紹介し，加藤（2020）および前章（Ｘグループのもの）と同様に考察した。結論から

言うと，Ｙグループの受講生は，大きな変化を遂げたとは言い難かった。第Ⅴ章では，６

人の EFP，P�EFP，BFP，心理的抵抗とその克服プロセス，受講生がとった具体的な行動，

および信念・価値観の変遷を図表にして比較した。これらの図表により，自他ともに劇的

に変化したというＸグループの受講生のものと，そうとは言えないＹグループの受講生の

ものとの違いは何かということについて焦点をあてて考察できた。Ｘグループの受講生が，

自分の過去の記憶と向き合い，修正文を作って音読したり，家族に謝罪するなどその関係

性を変えようと行動していたのに対して，Ｙグループの受講生は，講師の論文や授業の参

考書籍を読むなど，知識的に理解しようとしただけで，授業で学んだ方法を生活の中で実

践したという記述がほとんどなかった。また，グループ・カウンセリングや自主学習会で

大きな気づきを得たと書いたＸグループの受講生に対して，Ｙグループの受講生はそうし

た記述をしていない。さらに，Ｘグループの受講生は家族を特別授業に誘ったこと自体が，

自身のさらなる人材開発につながったと記述しているが，Ｙグループの受講生は，特別授

業に家族を誘うということもしていない。

本授業は自分自身の人材開発に取り組むことで，人材開発のプロセスとその本質を理解

することを意図していたが，本人の人材開発は，知的な理解よりも，授業で紹介された考

え方をいったん受け入れて，その手法を実践してみることの方が効果が高いということが

明らかになった。授業の初期に感じた抵抗感もその実践と成果によって，やがて消えてな
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くなったことがＸグループの記述から確認できた。

また，講師や他の受講生のコメントをもらいながら TEA図とレポートの再作成に取り

組むことで，新たな観点が加わり，意味づけの再構成が進むなどメタ学習が促進されると

いう示唆もＸグループのレポートの記述から得られた。ただし，Ｙグループの学生は，こ

うした講師や他の受講生からのコメントや助言を逆に「意地悪」，「責められている」と受

けとめることもあった。

なお，2019年９月６，７日に行われたインタビューの内容は本稿では十分に反映してい

ない。今回論述したこと以外にもさまざまな気づきがインタビューには含まれており，今

後は，このインタビューをもとにM�GTAを使った質的研究を進めたいと考えている。

注

1）TEAとは，個人の人生径路を可視化する研究法や人間の態様をオープンシステムに基づき

記述するための分析ツールである（安田・滑田・福田・サトウ，2015aⅲ頁）。

2）特別授業は，教室ではなく学外の一般の施設を利用して，受講生以外の人も受講した。開催

する部屋は毎回変わり，部屋の定員に合わせて集客を行った。

3）Ａは他の講義と時間帯が重なっていたため，特別授業には参加していない。

4）授業終了後の40日間に受講生と筆者との間でメールによる質問と回答のやりとり，およびグ

ループ・インタビュー（2019年９月６，７日）を実施し，受講生に４回～11回程度相談の上，

TEA図の修正をさせた。レポートについても何度か書き直させた（ただし，Ｆだけは TEA図，

レポートとも一度も書き直してない）。前稿では受講生Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４人のものを，筆者

が趣旨を変えない程度に抜粋，修正し，最終的に受講生に確認してもらったうえで紹介した。

5）受講生Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの TEA図とレポートの抜粋については，加藤雄士（2020）。

6）「リソース・パーソン」とは，当該科目を再受講し，初学者をサポートする学生のことをい

う。

7）受講前と「変わっていない自分」というのは，本人のこの時点での認識であり，実際には

様々な変化が起きていたはずである。あるいは大きな変化の過程かもしれないし，そう思いた

い。

8）ＥとＦとも過去にこの授業を受講しており，自分を開発するということについて表面上は抵

抗感がなかったようだが，潜在意識的には変化することを拒絶したと言えるだろう。また，フ

ラクタル心理学を学ぶということについても，Ｅは「前年と同じ話を聴くということが面白く

なかった」と書いている。Ｆもフラクタル心理学の学習の機会はこれが３回目だったが，今回

の受講でも勉強不足，あるいは抵抗感からか，消化できていなかったようである。

9）その意味では，ドロップ・アウトしたという表現もできる。

10）「今までフラクタル心理学から逃げてきたものの，その誤解が解け，疑問が解消できた」と

Ｆは書いているが，授業後の飲食店でフラクタル心理学についてほとんど話題にならなかった。

また，講師の論文８本にもフラクタル心理学のことは少ししか記述がないので，この時点で抵

抗感が消えたとは思えず，フラクタル心理学以外の何か違うものに抵抗をしていたようにも思
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える。また，４回目以降欠席が重なり，講師から「注意」をされたこともあり，そのことに対

して強烈な抵抗感を持つようになったようにもとれる。「講師に謝罪することは負けたという

ことだから，謝罪しない。」，「私は悪くないのだから，頭を下げる必要はない。」などの記述か

らは，「講師」を対象とした抵抗感が表現されている。

11）既述のとおり，最終的に TEA図とレポートを講義終了後に再作成したのは受講生６人のう

ち５人であった。
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